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中国の新彊で夫深度試錐始まる

地質相談所

1987年4月20目付の｢中国地質報｣は中国で掘進深度6,000

mの探掘りが始まったことを告げた.コラ半島で日々世界記

録を更新L続けている15,000m目標の超深度試錐については本

誌の第362号(1984年)ですでに紹介ずみであり我が国での大

深度試錐については加藤完･後藤進の両氏が本誌の第264号

(1976年)に始まる連載で解説されている.その記載にある

4,521mという当時の最大掘進深度を中国は破ることにたる.

現在まで日本で6,OOOm以深を目指した試錐は行われていたい.

上記のr中国地質報｣は次のように書いている.

r9,000皿電動石油井試錐機は4月5日に新彊ウィｰグル族

自治区で襲井を開始した.このE-300型電動試錐機は地質

鉱産部がアメリカから買入れた高性能の設備でジリコ:■整流

電力駆動装置と電子制御システムを備え自動化が進んだ試錐

機である.この試錐機はタリム盆地の雅克粒構造上の沙5

号井にセットされた.磐井の目的はこの構造を構成してい

る各地層の状況を把握L直接そのことによって同構造の石油

と天然ガスの埋蔵量を評価することにある.

この試錐機の構造は複雑で部品も膨大な数にのぼる.そ

のため石油地質労働老は輸送と組立てに非常に厳しい労働を

強いられどうにかその多くの困難を乗りきることができた.

この試錐機一式が試錐点に到着して直ぐ襲井の任務を負った

地質鉱産部華北石油地質局の6002襲井隊の熟練労働者たちは緊

張した組立て設置作業に入った.彼等はrうまく組立て

国のために栄誉を競おう｣というスロｰガンを掲げアメリカ

側技術者の指導を受けながら15日間で組立てを終わり櫓を立

て予定よりも早く磐井の基礎作りを終えた｣

その後の経過について1987年6月12目付の中国地質報はご

く簡単に次のようだ記事を載せた.

｢9000m試錐機は塔北沙第5号井の襲井を4月5日に開始し

て以来神速をもって掘進を続け5月21日すたわち僅か1

ケ月半で掘進深度3,300価に達した.この掘進深度は計画6,000

mの50,5%に相当する｣

中国で深深度試錐が実行されようとしていることを知ったの

は1986年4月21日付の中国地質報の次の記事からであった.

r地質鉱産都がアメリカから輸入LたE-3000型試錐機は

中国が輸入Lた最初の9,OOO血深井戸用試錐機である.この

試錐機のオｰトメｰション化の程度は高く工学的性能は優れ

掘進制御装置の操作はすべて電力によって制御できる.

地質鉱産部の華北石油地質局第5調査試錐大隊の技術者で編

成された検査･受領･管理･輸送の各担当班は現在すでに上

海に赴きこの試錐機を検収中である.それが終わり次第そ

の試錐機は新彊ウィｰグル族自治区に移送され中国西北地方

における万油調査のスピｰドを早めることになる｣
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